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内容の要旨および審査の結果の要旨
Hydroxyproline（HYP）は骨コラーゲンに特異性の高いアミノ酸であり，その定量は骨吸収の指標の
一つとされている。しかし，これまでの報告の多くはnon-protein-boundHYPでなされており，測定
の容易な血清freeHYPについては評価が定まっていない。そこで，著者は，慢性腎不全患者を対象に
Dabevらの方法により血清freeHYPを測定し，Renalosteodystrophy（ＲＯＤ）に関するパラメー
ターとの比較検討を行なった。
研究成績：(1)血清freeHYPは正常対照群（10例，平均1.0±0.6匹ｇ／ｍｌ）に比し，保存期腎不全患
者群（14例，平均2.6±0.5’９／ｍｌ）及び血液透析患者群（107例，平均4.2±1.7必ｇ／ｍｌ）で有意に上
昇しており，特に後者が最も高い値を示した。(2)血清freeHYP値とアルカリフォスファターゼ（Al-P)，
及び副甲状腺ホルモン（PTH）値との間には，いずれも有意な正の相関がみられた。(3)骨Ｘ線学的所見
と血清freeHYPとの検討では，骨Ｘ線上骨吸収像を呈する群で血清freeHYPは，有意に増加してい
た｡(4)対象の一部で行なった骨生検による成績では，osteoidのみ増加しているosteoidexcess群と
osteoid，resorption共に増加しているosteoidandresorptionexcess群の２群が大別され，血
清freeHYPは後者で有意な高値を示し，両群を明瞭に区別できた。さらに，(5)活性型ビタミンＤ３
(la-OH-D3）の治療効果と血清freeHYPとの関係では，１a-OH-D3の投与期間が長くなるにつれ，
血清freeHYPは有意に低下し，それに従って骨Ｘ線上の骨吸収を呈する例が減少し，改善例が増加し
ていた。
本論文では，血清freeHYPはRODの骨吸収冗進をよく反映し，ＲＯＤの臨床的な指標として，測定
の簡便性においてnon-proteinboundHYPに優る有用性をもつことを，ＲＯＤの諸指標，特に骨生検
所見との対比観察によって明らかにした点，腎臓病学に資する労作と評価される。
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